
進んで学ぶ子 思いやりのある子 明るく元気な子

「チョコレートはおいしい、だけじゃない！」

加須市立騎西小学校

校 長 大 勝 進

２月になりました。１年の中で一番寒い時期を迎えています。しかし、今年

は暖冬でしょうか、厳しい寒さは昨年より減っているような気がします。それ

でも北風の強い朝は、登校するのがたいへんそうな子どもたちの様子を見かけ

ます。まもなく「節分」、暖かい春がくることを楽しみにしているところです。

さて、テレビを見ていたら、アニメーションの女の子がおいしそうにチョコ

レートを食べるＣＭが流れていました。そのＣＭを作ったお菓子会社が、チョ

コレートを作り始めて６０年を迎えました、というものでした。気になったの

で、少しチョコレートのことを調べてみました。

チョコレートの原料はカカオ、もともとチョコレー

トは、飲み物だったそうです。そして今わたしたちが

食べている「食べる」チョコレートは、１８４７年に

イギリスのお菓子職人さんが発明しました。その後、

ヨーロッパを中心にチョコレートは世界中に広がり、

日本には１８世紀末にやってきたそうです。

また、チョコレートは「おいしい」「幸せな気持ち

にさせてくれる」だけでなく、体によい栄養素が含まれているようです。チョ

コレートにはカカオポリフェノール、カカオプロテイン、食物繊維、鉄分など

が含まれていて、これらの成分により肌トラブルや老化防止、便秘改善、アレ

ルギー症状の予防や軽減、貧血予防、整腸作用、高血圧改善、動脈硬化予防な

ど、さまざまな効果が期待できるそうです。

そして、現在販売されているチョコレートは、それほど高くない値段で、気

軽に購入して食べることができます。しかし、中にはプレゼントや贈り物など

にされる高級でブランド化されたチョコレートもあります。

調べていくと、次々とチョコレートの楽しさやおいしさが理解できました。

そして、チョコレートはまだまだおいしくなって、どんどん楽しみ方が増えて

いきそうです。子どもたちの中には、将来お菓子職人や料理人になりたい、と

思っている人がいるかもしれません。ぜひ新しい見方や考え方で、新しいチョ

コレートの楽しみ方を発見してくれる子がでることを楽しみにしています。
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